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【特集】“生命の鎖”の謎を解明
ウイルスや細菌毒素が細胞に侵入する機構を
世界で初めて明らかに！
−iCeM S 京都大 学 物 質−細 胞 統 合システム拠 点 岐阜大学サテライト−
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03―05 Topics 　岐阜大学のとりくみ　Apr . 2 016 →Sep . 2 016

06―09 【特集】 “生命の鎖”の謎を解明

ウイルスや細菌毒素が細胞に侵入する機構を
世界で初めて明らかに！
−iCeMS 京都大学 物質−細胞統合システム拠点 岐阜大学サテライト−

岐阜大学応用生物科学部 応用生命科学課程 分子生命科学コース
iCeMS 岐阜大学サテライト 主任研究者（PI）

木曽 真 特任教授

iCeMS 岐阜大学サテライト

河村 奈緒子 特定研究支援者

iCeMS 岐阜大学サテライト

小西 美紅 特定研究支援者

10―15 岐大で生まれるもの。最先端研究の現場。

次世代の医療を担う「RNA創薬」の分野で、がん治療などに役立つ5つの試薬を実用化。

岐阜大学工学部化学・生命工学科 生命化学コース 

北出 幸夫 特任教授

生体分子と人工分子を組み合わせて、疾患部で自律的に反応する分子を開発しています。

岐阜大学工学部化学・生命工学科 生命化学コース
岐阜大学大学院工学研究科 生命工学専攻／岐阜大学大学院連合創薬医療情報研究科 

池田 将 准教授

抗菌薬としての性質を持つマクロライド系抗生物質の簡単な合成方法を発見。

岐阜大学工学部化学・生命工学科 生命化学コース 

喜多村 徳昭 助教

16―17 特別インタビュー

“つくる・ひも解く・活かす”をテーマにした生命科学の研究拠点
「生命の鎖統合研究センター」が誕生。

センター長
岐阜大学応用生物科学部 石田 秀治 教授

リエゾンファンクション担当
岐阜大学研究推進・社会連携機構 研究推進部門 小林 雅典 特任教授

18―19 いまを駆ける! 岐大生FACE
Interview	 「第 84回日本学生陸上競技対校選手権大会」優勝／「清流の国ぎふ栄誉賞」受賞

		  赤松 諒一 さん

20―21 いまを駆ける! 岐大生FACE
Interview	 「やさ茶」学生プロジェクトグループ 副リーダー

		  森 明日香 さん

22 お知らせ

23 岐阜大学基金

巻末 入試情報

表紙写真

（中）木曽 真 特任教授

（左）河村 奈緒子 特定研究支援者

（右）小西 美紅 特定研究支援者

岐 阜 大 学 の とりくみTopics

私は父の影響で幼少時代から日本
の技術や文化に興味を持ちました。
母国・スウェーデンのルンド大学に
進学後は、英語を2年間、日本語を1
年間学んだ後にサマースクールで岐
阜大学を訪問。日本人講師と寮で共
同生活をしながら日本語を学ぶだけ
でなく、郡上八幡でのホームステイ
も経験しました。「また戻って学び
たい」と思った私は、ルンド大学で
の残りの2年間には、日本語の習得
と国際文学の勉強に専念。卒業後、
岐阜大学に1年間留学し、集中的に
日本語と日本文化を学びました。帰
国後は働きながら、文部科学省の国
費外国人留学生制度に申し込み、平
成27年4月から、改めて岐阜大学で

学ぶ機会を得ることができました。
笠井先生の研究室を選んだのは、

ルンド大学で学んだ心理学実験のひ
とつを先生が担当されていたから。
第2言語習得の認知変化の研究にお
いて世界的に有名な方で、サマース
クールで知り合った友人が先生の元
で学んでいた縁もあって仲介をお願
いしました。先生は研究室で学ぶこ
とを快諾して下さり、留学の手続き
なども助けていただきました。

私が現在研究しているのは、第2
言語話者の一人称代名詞の習得と使
用の仕方についてです。日本語には

「私」、「僕」、「俺」などの一人称代名
詞があり、日本人は自分をより表現す
るためにこれらを使い分けています。

それは第2言語話者には非常に高度
ですが、自分に合った代名詞を選ぶ
ことができれば、自分自身の性格や、
より適切な文脈などを表すことがで
き、外国人でも日本人のような流暢
な日本語が話せるようになると考え
ています。つまり、言語のより深い習
得は、自分の個性を適切に表現する
ことにも繋がるかもしれません。

静かな環境にある岐阜大学は、ス
ウェーデンと雰囲気が似ていますし、
とても住みやすいです。また、先生
が学生のために時間を割いてくれ、
優しく接してくれますから安心して
学業に取り組めます。3年の留学期
間終了後は、日本で就職して、研究の
成果を活かして働いてみたいですね。

ティム リカード パウリ
パルムロース さん

〈スウェーデン〉

岐阜大学大学院地域科学研究科
地域文化専攻

国費外国人留学生制度で岐阜大学へ
「私」「僕」「俺」など日本語特有の
多彩な一人称代名詞について研究
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第2言語習得がもたらす影響などを研究する
地域科学部のゼミにスウェーデン学生が留学中

私は日本人で英語を習得した人など、第2言語の習得が認知変化にどのよ
うに影響するかを研究しています。心理実験を通して日本語話者と英語話
者では物事の感じ方や認識が異なることが証明されています。この実験をバ
イリンガルにも実施したところ、バイリンガル特有の傾向を発見。現在は、
fMRI（磁気共鳴画像）を使い、心理実験中の脳の反応を分析し、第2言語習得
による変化を科学的に解明する調査をしています。

日本語特有の一人称代名詞を研究するティムさんをはじめとした留学生の
存在は日本人学生の英語学習の意欲向上に繋がりますし、海外の実情を知る
絶好の機会にもなっています。国費外国人留学生として学ぶティムさんはと
にかく一生懸命。日本人でも読むのが難しい哲学の本を訳して学習するなど、
学びに対する貪欲な姿勢が、周りの学生にもいい刺激になっていますね。

「言語を学びながら、
さまざまな経験をして
います」とティムさん。

岐阜大学地域科学部
地域文化学科

笠井 千勢 准教授
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